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1  調査の概要 
1-1  目的 

武蔵村山市では、令和 32（2050）年までに二酸化炭素排出実質ゼロを目指す「ゼ
ロカーボンシティ」を宣言し、今年度、市民・事業者・行政が一体になり温室効果ガ
スの削減に取り組む「武蔵村山市地方公共団体実行計画（区域施策編）」の策定を進め
ています。 

市民や事業者の皆様の地球温暖化対策への取組の現状や、今後の取組の可能性等に
ついてアンケート調査を実施しました。 
 

1-2  調査対象・調査方法 
 市民 事業者 

調査対象 武蔵村山市に住む満 18 歳以
上の 1,500 人 

武蔵村山市内事業所 500 か所 

抽出法 「住民基本台帳」から地区別
人口比率に応じ、無作為抽出 

総務省統計「経済センサス」か
ら事業所比率に応じ、抽出 

調査方法 配付方法:調査票の郵送 
回収方法:返信用封筒による郵送及び WEB 回答 

調査期間 令和 5(2023)年 10 月 16 日（月）～11 月 3 日（金） 

配布数 1,500 500 

回収数 
(うち WEB 回答） 

501 
(86) 

189 
(46) 

回収率 33.4% 37.8% 
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1-3  調査項目 
市民 事業者 

①将来起こりうる気候変動の影響 
②地球温暖化対策の取組状況と今後の意向 
③地球温暖化対策に取り組まない理由 
④地球温暖化対策設備導入状況と今後の意 

向 
⑤地球温暖化対策設備を導入しない理由 
⑥プラスチックごみ対策の取組状況と今後

の意向 
⑦市や都が積極的に進めるべき地球温暖化

対策 
⑧市の地球温暖化対策に関する情報の入手

方法 
 

①脱炭素に対する考え方 
②地球温暖化対策の取組状況と今後の意向 
③脱炭素経営の取組状況と今後の意向 
④地球温暖化対策設備導入状況と今後の意

向 
⑤プラスチックごみ対策の取組状況と今後

の意向 
⑥気候変動適応策の取組状況と今後の意向 
⑦地球温暖化対策に取り組んだ効果と課題 
⑧市や都が積極的に進めるべき地球温暖化

対策 
⑨市が実施すると望ましいサポート 
⑩環境に関する地域貢献活動の取組状況 
⑪環境に関する地域貢献活動の協力・支援の

意向 

 

※集計にあたっての留意点 

・回答結果は、小数点第 2 位を四捨五入のうえ割合を示しているため、単数回答（複数の
選択肢から１つの選択肢を選ぶ方式）であっても合計値が 100.0％にならない場合が
あります。 

・複数回答（複数の選択肢から 2 つ以上の選択肢を選ぶ方式）の設問の場合、全体の回答
数に対する割合を示しているため、合計が 100.0％を超える場合があります。 

・数表等に記載された「n」は、回答割合算出上の基数（有効回答数）を示しています。 
・各設問において、回答の記入がないもの、回答が識別できないものについては、「不明」

として扱っています。 
 
  



3 

2  市民アンケート調査の結果 
2-1  回答者の属性について 

（1） 年齢 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（2） 居住年数 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（3） 居住地区 
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（4） 住居の形態 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（5） 世帯構成 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（6） 自動車所有台数 
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2-2  気候変動問題に対する認識について 
（1） 気候変動の影響の認知度 

問７ すでに日本でも地球温暖化による気候変動が観測されており、将来にわたっ
て様々な影響を与えることが予測されています。あなたは、将来起こりうる
気候変動の影響について知っていますか。あてはまる番号すべてを○で囲ん
でください。 

 

気候変動の影響について聞いたところ、「猛暑日や真夏日、熱帯夜が増えること（93.8％）」
の認知度が特に高く、「豪雨（滝のように降る雨）や、雨の降らない日が増えること
（81.8%）」、「熱中症が増加すること（81.0%）」、「農作物の品質低下や生育障害、栽培適
地が変化すること（80.4％）」、「野生生物や植物の生息域が変化すること（73.7％）」と続
いています。 

一方で、最も認知度が低かったのは「デング熱などの感染症が増加すること（45.7%）」
でした。 

「すべて知らない」と回答したのは 1.4%であり、ほとんどの人が気候変動の影響につ
いて、何らかを認知している結果となっています。 
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（2） 普段取り組んでいる地球温暖化対策 
問８ 気候変動対策として、普段あなたが取り組んでいることを教えてください。

それぞれの項目について、あてはまる番号 1～3 の中から 1 つだけ○で囲ん
でください。 

 

普段取り組んでいる地球温暖化対策について聞いたところ、『取り組んでいる』対策は、
「⑧空き缶やびん、ペットボトル、古紙などの資源を分別している（97.6%）」の実施率
が最も高く、100%近くになっています。次いで、「②冷暖房を使用するときは温度設定に
気を付けている（84.8%）」、「①不要な照明やテレビはこまめに消す（81.8％）」、「⑦生ご
みを減らすために食材は使いきる（67.5％）」と続いています。 

『今後取り組みたい』対策としては、「⑨省エネラベルなどを参考にして温室効果ガス
の排出量の少ない商品を購入している（59.1%）」の回答率が高く、「⑬風水害に備えて自
宅や職場周辺のハザードマップを確認している（46.1%）」、「⑩再生可能エネルギー、自
然エネルギー由来の電力（電力会社の切り替え）を使用している（39.3%）」が続いてい
ます。 

一方、実施率が低い対策は「⑥カーシェアリングやシェアサイクルを利用している
（2.8%）」となっています。『今後取り組みたい』との合算でも 23.2%であり、自家用車
の保有率が高いことが考えられます。。次いで実施率が低い施策は「⑫地球温暖化に関す
る学習講座、講演会に参加している（4.4%）」となっており、『今後取り組みたい』との合
算でも 41.7%となっています。 

『取り組むのは難しい』対策については、「⑥カーシェアリングやシェアサイクルを利
用している（64.3%）」、「⑫地球温暖化に関する学習講座、講演会に参加している（55.3%）」
の回答率が高く、より興味を持ってもらえるような工夫が求められています。 

その他の回答では、番組視聴による情報収集、エコバッグの使用、EV などのエコカー
導入の検討、などの意見が挙がっていました。 

 
 
 

 

 
◆その他回答 

○リサイクルできるものを使用するようにしている。 
○むやみにエアコンを付けない。 
○徒歩圏の店舗には出来る限り歩いて行くように努力する。 
○地球温暖化対策の番組を観て世界の最新情報を学ぶ。 
○車をハイブリットカーにし、今後は EV を考えている。 
○エコバッグを使っている。 

など 
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（3） 地球温暖化対策に取り組まない理由 

 

地球温暖化対策に取り組むのが難しいと感じる理由を聞いたところ、「手間がかかる
（38.1%）」が最も多く、「特に理由はない（17.5%）」、「効果がわからない（15.4%）」と
続いています。 

「その他（20.6％）」の回答も多く、『高齢のため難しい』、『自家用車しか移動手段がな
い』、『お金、時間がない』、などの理由が挙げられました。  

また、対策ごとの理由については、「⑥カーシェアリングやシェアサイクルを利用して
いる」に対し、『感染症もあり、カーシェアリングはしたくない』、『カーシェアやレンタサ
イクルが近所に無い』、などが挙げられています。「④できるだけ徒歩や自転車、公共交通
機関を使う」に対しては、『モノレールが来たら利用する』、『公共交通期間までの距離が遠
い』などが、「⑫地球温暖化に関する学習講座、講演会に参加している」に対しては、『仕
事をしているので時間がない』、『それほど機会が多くないように感じる』などが挙げられ
ました。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

問 9  問８で１つ以上「取り組むのは難しい」と回答した方にご質問します。取り組
むのは難しい理由としてあてはまる番号すべてを○で囲んでください。 
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◆その他回答 
○やり方がわからない。 
○自分にはできないことばかり。 
○忙しく時間がない。そもそも快適な暮らしは SDGs の反対（逆）。 
○本格的に取り組むつもりであれば、お金も時間も、かなり必要に思えるから。 
○高齢のため。 
 

④公共交通機関 
○高齢のため、マイカー移動が便利。 
○モノレールが来たら使います。 
○公共交通期間までの 距離が遠い。武蔵村山は交通が不便。 
○体が弱くなって、車を使わざるをえない。 
○マイカーがないと通院等不便。 
 

⑥カーシェアリングやシェアサイクルを利用している 
○カーシェアやレンタサイクルが近所に無い。 
○誰とすればいいかわからない（カーシェアリング）。 
○感染症もあり、カーシェアリングはしたくない。 
 

⑩電力会社の切り替え 
○電力会社変更は朝昼夜間別の低価格電力プランが無かった。 
 

⑫学習講座・講演会 
○なかなか参加しよう!とならない。時間がない。 
○講演会への参加等に関しては、それほど機会が多くないように感じる。 
○参加自体いやだから。 
○高齢のため、講演会に行けない。 

など    
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（4） 地球温暖化対策設備機器の導入状況 

 

地球温暖化防止につながる機器や設備（以下、「地球温暖化対策設備機器」）などの導入
状況を聞いたところ、『導入済み』は「①LED などの高効率照明（73.7%）」の実施率が
最も高く、「②電力消費や待機電力の少ない家電製品（47.9%）」、「③ペアガラスや二重
サッシなど気密性の高い窓・サッシ（31.7%）」、「⑤エコジョーズ、エコウィル、エコキ
ュートなど、効率の良い給湯器（31.3%）」、「④壁、床、天井などの断熱（30.9%）」と
続いています。 

また、『導入済み』は少ないものの『予定はないが、関心はある』について、多くが 5
割前後の回答率となっており、特に「⑨家庭用蓄電池システム（58.9％）」、「⑥家庭用燃
料電池システム（エネファーム）（58.1%）」、「⑫EV（電気自動車）（55.9%）」、「⑦住宅
用太陽熱利用システム（53.5%）」などの関心度が高い傾向となっています。 

一方で、『関心はない、又は該当しない』については、「⑭ZEH（ネット・ゼロ・エネル
ギーハウス）（45.9％）」、「⑮地中熱利用システム（45.7％）」などが関心度が低い傾向で
あることがうかがえます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問 10 気候変動対策につながる機器や設備について、導入しているものはあります
か。それぞれの項目について、あてはまる番号 1～4 の中から 1 つだけ○で囲
んでください。 
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（5） 地球温暖化対策設備機器を導入しない理由 
問 11 問 10 で１つ以上「関心はない、又は該当しない」と回答した方にご質問

します。理由としてあてはまる番号すべてを○で囲んでください。 
 
地球温暖化対策設備機器を導入しない理由を聞いたところ、「初期コストがかかる

（55.7%）」が最も多く、次いで「どのようなものかわからない（38.4%）」、「効果がわか
らない（31.3%）」「借家や集合住宅のため設置できない（15.5%）」、となっています。 

「地球温暖化問題に関心がない」を理由として挙げている人は 1.5%でした。 
その他の回答では、初期費用やランニングコストなど金銭面に関する理由、地球温暖化

対策設備機器等に対する不安感・不信感などの理由が挙げられています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

◆その他回答 
○普及させるには公的支援が不可欠。 
○お金がない。最低賃金の者が設備したくても無理。 
○高齢でこれ以上住居設備にお金をだせない。 
○現状維持で手一杯である。できる範囲で行っている。 
○以前太陽光パネルを設置利用したが、屋根の負担、破損時の業者の対応のコストの悪さに

取り止めた。 
○太陽光発電については、費用対効果が不明なため（発電効果だけでなく、設備故障や屋根

張替え時の一時撤去等含む）。 
○ソーラーパネルの廃棄や有害物質問題がある。 
○ランニングコストがかかる、コスパが悪い。 
                                      など 



13 

（6） 普段取り組んでいるプラスチックごみ対策 
問 12 プラスチックごみを燃やすことは二酸化炭素の排出につながります。プラ

スチックごみの削減につながる取組について、普段あなたが取り組んでい
ることを教えてください。それぞれの項目について、あてはまる番号 1～3
の中から 1 つだけ○で囲んでください。 

 
プラスチックごみ対策について聞いたところ、『取り組んでいる』対策では、「①買い物

のときはマイバッグを持参する（91.6％）」の実施率が最も高く、次いで、「②出かけると
きはマイボトルを持ち歩く（67.1％）」「③ワンウェイプラスチック（使い捨てスプーンや
フォークなど）の受け取りを断る（55.7％）」となっています。 

『取り組んでいる』と『今後取り組みたい』を合わせると、すべての項目で 78%以上の
回答率となりました。 

その他の回答では、ごみ排出時の分別、プラスチックを避けて買い物をする、レジ袋を
購入しないなどが挙げられています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
◆その他回答 

○プラスチック容器のゴミが出ないよう、詰め替えができる製品を買う。 
○無駄にプラスチックを使用している商品は買わないようにする。 
○分別の徹底をして燃やすプラスチックを削減している。 
○レジ袋の購入はしない。 
○再生プラスチックかバージンプラスチックかの判断がつかない。 
○麦茶など、ボトル商品ではなく、茶葉を選んでいる。 
                                       など                   
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2-3  武蔵村山市の取組に対する理解について 
（1） 市や東京都が積極的に取り組むべき地球温暖化対策 

問 13 地球温暖化対策について、市や東京都が積極的に進めるべきだと思う取
組は、どれですか。あてはまる番号を 3 つまで○で囲んでください。 

 

武蔵村山市や東京都が積極的に進めるべき地球温暖化対策を聞いたところ、「太陽光発
電設備や省エネ機器などの導入に対する助成等の充実（43.9％）」が最も多く、次いで「市
施設や市内への太陽光など再生可能エネルギーの積極的な活用（34.7%）」、「地球温暖化
や気候変動に関する情報提供・ＰＲの充実（30.3%）」となっています。 

その他の回答では、地域が使える施設の整備に関する意見が挙げられたほか、リフォー
ムや農業などへの助成に関する意見が挙がりました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
◆その他回答 

○住宅の温暖化対策として、断熱へのリフォーム助成を進めてほしい。 
○野焼きによるごみの減量を認めること。CO2 増加に大きな影響はない。 
○街の緑化。 
○エネルギーを作りながら消費しているところを学習できる施設。 
○農業への助成（緑化にもつながる）。 
○原子力発電が「主」で、再生可能エネルギーが補完的な「従」の状態から早急にその「主」

と「従」を逆転させなければ、再生可能エネギーの利用は伸びないと思う。 
○地域のみんなが使えるように工夫してほしい。 
○このアンケートのような紙をやめるべき。                     
○植林、狭山丘陵の保存。                           など  
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（2） 市の地球温暖化対策に関する情報の入手方法 
問 14 市の地球温暖化対策について、どのようなところから情報を入手してい

ますか。あてはまる番号すべてを○で囲んでください。 

 

武蔵村山市の事業の情報の入手方法を聞いたところ、「広報むさしむらやま（79.2%）」
が特に多く、8 割近くの回答率となりました。次いで、「市のホームページ（17.4%）」と
なっています。 

その他の回答では、職場やテレビ番組などからが挙げられた一方、「すべて知らなかっ
た」や「情報を入手していない」といった意見も挙がっています。 

このほか、情報を入手しやすい方法について聞いたところ、SNS（LINE・Twitter 等）
の活用、新聞やマスメディア、お祭りなど個人が参加できるイベント、スーパーやコンビ
ニなどの身近な場所などの意見が挙がっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆その他回答 
○新聞、雑談、マスメディア 
○テレビのニュース 
○本 
○SNS 
〇ネットニュース 
〇このアンケート 
○特になし                                  など  
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◆その他、情報を入手しやすい方法 
○SNS（インスタ、X など）、LINE 
○防災放送、エリアメール 
○自治会の回覧板 
○ロック TV・ロクナビ 
○デイダラ祭りや福祉協議会の催しなどでの、出店での情報発信などは、目に留まりやすい

のではないかと思う。 
○地域のスーパーマーケットやコンビニなど、生活に身近な場所 
○スマホのアプリ 
○市議のチラシ 
○市⾧が言うように、環境保護、脱炭素化への取り組みに力を入れているならば、大々的に

PR するべき。何をやっているのか全く見えてこない。        
など 
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2-4  自由意見 
最後に、地球温暖化対策に関わる意見等を自由記述形式で求めたところ、72 人（14.4％）

の方からの記入がありました。 
 

◆主な意見（要約） 
●再生可能エネルギーについて 

○太陽光の設備の助成金 
○太陽光パネルが普及しているが、耐用年数を超えた場合の処理の方法や、破損時の対応、

発火のリスクなどデメリットの説明が少ないように思う。できればそういった情報も周知
してほしい。 

○賃貸住宅での太陽光発電による節電のためのソーラーパネルの補助金があるとよい。レン
タルなどが良いと思う。 

○住宅用太陽熱及び太陽光発電システムを導入した場合、約 150 万円くらいかかる。屋根の
塗装は普通 10 年約 100 万～150 万かかる。再度屋根の塗装する時は太陽熱、また太陽光
発電システムを外して修繕するため、その費用は約 150 万～200 万かかるとなると、何年
経てば全体の投資金額が取れるのか疑問です。よってこの質問は低所得者には夢の中の夢
です。実際、このシステムが故障して再度稼働した修理費は 50 万だった…。 

 
●温室効果ガスの削減行動について 

○市販商品の包装などは多くがプラスチック製で包装されていることから、企業側にはプラ
スチック製に代わる包装材の新開発などに取り組んでいただければと思います（商品開発
に取り組んでいると思いますが）。 

○公共交通機関の利用で CO2 を減らすのであれば、市職員の自家用車通勤を禁止すべきであ
る（通勤手当は支給されているのだから）。バスの利用は市内バスの利便性の向上にもなる
（あまりにも不便である）。市の取り組みが具体的に見えない（行政が行っていることを目
に見えるようにする）。 

○EV を考えていても充電の心配もあるので、設備の充実も大切だし、電子自動車導入の助成
金があると考えるかも。お金がかかることは後回しになりやすい。 

○ガソリンを新しい燃料に変えて、CO2 などを発生させない。これにより EV などの危険な
（発火のおそれ）車両を普及させない。 

○食品の梱包材の削減（トレー、箱等） 
○なるべく電気をつけっぱなしにしないで消す。 
○UR や都営でもペアガラス等を設置してほしい。 
○買物のときはマイバッグを持参し、環境に優しい商品を選ぶようにしています。エコラベ

ルがついているもの、エコ包装の商品を選びます。 
○蓄電器や省エネ家電買い換え助成金があれば積極的に買い換えしたい。 
○プラスチックごみや食品ロスを減らすためには消費を抑えたり使い切ったりするという視

点も大事だが、そもそも過剰な製造・販売に制限をかけなければ期待する大きな効果は得
られないのではないかと思う。 
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●循環型社会について 
○ゴミの分別ができていない人が多すぎるように感じる。その理由として、分別すべき物が

細かいからこそ面倒になり、そのまま捨てる人が多いのではないか。ゴミ袋有料だと捨て
るタイミングが合わず、虫が湧きやすくなる。 

○物や衣類などのリサイクルなど、皆で取り組めるように。例えば、第１土日はリサイクル
デーなど 

○雨水貯留槽補助金の制度（令和 5(2023)年 2 月 16 日）を市民に広く伝えてほしい。内容
ももっと具体的に知らせてほしいと思います。 

 
●気候変動適応について 

○集中豪雨が多発してきており、浸水被害も増えてきています。浸透性の高いアスファルト
（雨水）を検討してはどうでしょうか。 

○車が一番気温変動に関係していると思う。まずバイクや車が出す排気ガスが熱いから気温
上昇していくのではないか。バイクや車に乗っていないのにエンジンをかけている人もお
り、やめてほしいです。 

○植物も太陽の熱を吸収してくれるので、植物を設置してほしい。 
○コンクリートやアスファルトが熱いので、夏はひんやり冬はあったかいコンクリートやア

スファルトがもしあったらいいなと思っています。 
 

●その他地球温暖化対策全般について 
○本当に効果があるのか、全くわからない。太陽光はマイナス面は誰も言わないし、何も知

らずに付けている人が多いと思っている。どんなお店も目が痛くなるくらい電気で明るい
し、もっと暗くしてもエアコン使ってほしいと思ったり、エコバッグもやってるけど意味
ないし、何か意味があるものを知りたいです。 

○都心部の高層建築物のこれ以上の建設禁止。海風が全く内陸に届かなくなっている。都心
部以西の地域の気温上昇の高温化が止まらなくなっている。経済活動の必要性もわかりま
すが。 

○今後地球温暖化対策に取り組めるよう、外出した際はエコバッグを持って行くように心掛
けたり、プラスチック削減に取り組んでいけるよう努力したいと思います。 

○テレビで二酸化炭素を使って変換器で浄化できる空気環境を作れ、近未来的に実用化でき
る内容でした。温暖化にすぐ対応できるのではと思い、その研究の支援を国をあげて行い、
国民に、家庭に１台は置きたい。 

 
●その他行政政策について 

○温暖化に努められる方法の具体例を市報等で知らせてほしい。 
○温暖化対策グッズを安価で手短なところから、紹介がてら各戸に支給。これを契機に興味

が促進され、更なる製品の拡販に繋がらないだろうか（財政に余裕があれば）。 
○温暖化対策に関心を持ってもらう策として、市所有地の丘陵地、できれば今休み中のかた

くり温泉に近い場所に太陽光発電設備や省エネ機器を、市内外の方や将来稼働予定の温泉
客やモノレールで来られる観光客が見学できるような場所に設置する。設備ができたエネ
ルギーを温泉や市役所の設備に利用する。温暖化対応の啓蒙と実践となると思う。 
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○市報にも温暖化のことを定期的に載せると、段々気になるようになるのではと思います。
私たちが日頃できることも発信してほしい。 

○恥ずかしながら、市において当該対策に取り組んでいる部署があることを初めて知りまし
た。⾧期的に取り組む施策の案出等大変労力を要することと思います。一市民として積極
的に協力していきたいと考えています。 

○100％の住民が太陽光発電や蓄電池、EV を購入するのは経済的事業を考えても無理があ
る。まず、市庁舎、体育館、公民館など市で運営している施設から積極的にカーボンニュ
ートラルにしているとアピールできることをするべき。 
また、一人一人の意識を変えるために、今の状況を発信して、生活習慣を変える必要があ
る。環境問題に取り組むのが当たり前であるという雰囲気を作り出すことが必要であり、
2050 年にはカーボンニュートラルを実現させるという、具体的なロードマップが全く示
されていない。日本は化石燃料（石炭）への依存度が高く、2050 年までにという目標が遅
い。今年の夏が異常だったけれど、これが日常になる世界がもう目の前まで来ているとい
う危機感を持って取り組んでほしい。 
森林が吸収する CO2 も温暖化を止める一つの対策でもあるのは周知のことだと思います。
狭山丘陵のナラ枯れの件で、これだけ狭山丘陵の木々が立ち枯れているので他の市や都と
連携して保全していってほしい。開発業者が緑豊かな町々を破壊している現状をもっと真
剣に考え、木を守る施策を打ち出してほしい。 
1500 人のアンケートの結果、市はどういうことを積極的にやっていこうとするのか。必
ず全市民がわかるように情報を出してください。 

○個人として出来る事には、おおよその限りがあると思いますが、可能な事を増やす努力は
出来ます。今現在の地球の状況を知ることも、関わりを持つことの一歩だと考えているの
で、そういった考えを持てる環境づくりを、国や地域の自治体が率先して、発信していっ
て欲しいです SNS の多様性を利用して、不特定多数の人々へこの地球を救う力になって
もらうというのも、今後の対策の在り方の一つとして、充分な意味があると思います。 

                                       など 
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3  事業者アンケート調査の結果 
3-1  事業所の属性について 

 

（1） 業種 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（2） 従業員規模 
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（3） 事業所地域 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（4） 建物の形態 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（5）武蔵村山市での事業年数 
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3-2  事業所の脱炭素社会の実現に向けた取組について 
（1） 脱炭素に向けた動きの認知度 

問 6 2015 年 12 月に採択された「パリ協定」を契機に、国内外で脱炭素に向け
た動きが加速しています。国でも 2050 年カーボンニュートラル・脱炭素社
会の実現に向け、2030 年度には温室効果ガスを 46％（2013 年度比）削減
することを目標として掲げました。貴事業所においても脱炭素に向けた動き
を感じていますか。あてはまる番号を１つだけ○で囲んでください。 

 

脱炭素に向けた動きについて聞いたところ、「脱炭素の動きを感じており、取組に着手
しなければと考えている（28.0％）」と回答した事業所が最も多く、「脱炭素の動きを感じ
ており、脱炭素経営に取り組む予定がある（3.7％）」と併せて、約 3 割の事業者が脱炭素
経営の取組への着手を検討している結果となりました。 

「脱炭素の動きは特に感じていない（16.9％）」の回答率は 2 割未満となっており、約
8 割の事業者が脱炭素の動きを感じている状況です。 

その他の回答では、「節電、ゴミの分別」「取り組みたいが、具体的に何をすれば良いかわ
からない」などが挙げられています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆その他回答 

○取り組みたいが、具体的に何をすれば良いかわからない。 
○節電、ゴミの分別。 
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（2） 地球温暖化対策への取組状況 
問 7 貴事業所で取り組まれている省エネルギーなど地球温暖化対策の取組を教え

てください。あてはまる番号 1～4 の中から 1 つだけ○で囲んでください。 
 

地球温暖化対策への取組状況について聞いたところ、『取り組んでいる』対策では、「④
フィルターの定期的な清掃などの保守管理の徹底や設備機器の効率的な運転（69.8％）」
と「①照明の間引きや照明照度の見直し（62.4％）」の実施率が最も高く、次いで、「③OA
機器の省エネモード設定の徹底（51.9％）」、「⑨エコドライブの徹底（41.3％）」となって
います。『予定はないが、関心はある』対策について、「⑩二酸化炭素排出量の把握・削減
目標の設定（47.6％）」、「⑦ESCO 事業の導入（39.2%）」、「②全熱交換器（ロスナイ）な
どによる効率的な空調使用（37.0％）」の回答率が比較的高くなっています。 

その他の回答では、「省エネエアコンの導入」「ガソリン工具から電動工具への切り替え」
などが挙げられています。 

 
◆その他回答 

○車の乗り合いで行っている。 
○工場内のエア漏れ診断。 
○省エネエアコンの導入、室温の設定。 
○資源の分別と再利用の実施。 
○太陽光発電、蓄電池の導入。 
○ガソリン工具から電動工具への切り替え。 
○取り組む予定はない。 
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（3） 脱炭素経営への取組状況 
問 8   以下は、脱炭素につながる取組です。貴事業所での取組状況を教えて下さい。

それぞれの項目について、あてはまる番号 1～4 の中から 1 つだけ○で囲ん
でください。 

 
脱炭素経営の取組状況について聞いたところ、「①再生可能エネルギーなどを電源と

した CO2 排出係数の低い電力会社の利用」は、『取り組んでいる』と『検討中（予定有）』
を合わせ 19.6％であり、『予定はないが、関心はある』も合わせると 6 割以上の事業所が
取り組んでいる若しくは関心を持っている結果となりました。 

また、ほかの 3 つの対策「②カーボンオフセットの利用（オフセット・クレジットの
購入）」、「③脱炭素経営に向けた計画や方針の作成」、「④SBT の認定取得、RE100、TCFD
などへの参画」についても同様に『取り組んでいる』、『検討中（予定有）』、『予定はないが、
関心はある』の回答を合わせると、5 割前後の回答率となっています。 

その他の回答では、「ガバナンス・リスク管理」「方向性は本社の決定に準ずる」などが
挙げられています。 

 
◆その他回答 

○ガバナンス・リスク管理。 
○一営業所であり方向性は本社の決定に準ずる。 
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（4） 地球温暖化対策設備機器の導入状況 
問 9 貴事業所で導入されている地球温暖化対策につながる機器や設備を教えてく

ださい。それぞれの項目について、あてはまる番号１～４の中から 1 つだけ
○で囲んでください。 

 

地球温暖化対策設備機器の導入状況について聞いたところ、『導入済み』設備機器は「①
LED などの高効率照明（73.0%）」が最も多く、「②省エネ性能の高いエアコン、モニター、
PC などの導入（42.9％）」、「⑦建築物の省エネ性能の向上（断熱等）（12.7%）」、「⑫太陽
光発電システム（12.7%）」と続いています。また、「⑥コージェネレーションシステム
（0.5%）」については、少数ながらも取り組んでいる事業所もみられました。 

『導入予定はないが、関心はある』設備機器については、「⑬蓄電池システム（36.5％）」、
「⑫太陽光発電システム（31.2％）」など再生可能エネルギーと、「⑩EV（電気自動車）
（39.7％）」、「⑪FCV（燃料電池自動車）（39.2%）」、「⑨PHEV（プラグイン・ハイブリッ
ド・カー）（33.3％）」の次世代自動車、「⑦建築物の省エネ性能の向上（断熱等）（34.4%）」、
「⑤冷水・冷却水ポンプ、空調機などのインバーター制御（32.8%）」などの省エネ設備
の導入への関心度が高い傾向となっています。 
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（5） プラスチックごみ対策への取組状況 
問 10   プラスチックごみを燃やすことは二酸化炭素の排出につながります。令和

4 年 4 月 1 日に「プラスチックに係る資源循環の促進等に関する法律」が施
行されました。プラスチックごみ対策として、貴事業所の事業活動や従業員
において取り組んでいることを教えてください。それぞれの項目について、
あてはまる番号 1～4 の中から 1 つだけ○で囲んでください。 

  

プラスチックごみ対策への取組状況について聞いたところ、『取り組んでいる』対策で
は、「①マイバッグの利用推奨（57.1％）」の実施率が最も高く、次いで、「②マイボトル
（タンブラー）の利用推奨（47.6％）」、「⑥製品や商品の包装の簡素化（25.9％）」となっ
ています。 

『予定はないが、関心はある』対策については、「⑦プラスチック製品用回収 BOX の設
置（18.5%）」、「⑤製品・容器への再生プラスチックやバイオプラスチックの使用（17.5％）」
の関心度が高い状況です。 
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（6） 気候変動適応策への取組状況 
問 11  すでに日本でも地球温暖化による気候変動が観測されており、将来にわたっ

て様々な影響を与えることが予測されています。貴事業所で取り組まれてい
る気候変動による風水害や気温上昇への備えや影響を抑える取組を教えて
ください。それぞれの項目について、あてはまる番号 1～4 の中から 1 つだ
け○で囲んでください。 

 

気候変動適応策への取組状況について聞いたところ、『取り組んでいる』対策では、「③
暑さ指数（WBGT）を確認して、熱中症対策をしている（40.7%）」の実施率が最も高く、
『検討中（予定有）』、『予定はないが、関心はある』の回答を合わせると 8 割強の回答率
となっています。次いで、「①風水害に備えて職場周辺のハザードマップを従業員に周知
している」が『取り組んでいる』、『検討中（予定有）』、『予定はないが、関心はある』の回
答を合わせると 9 割近い回答率でした。 

また、ほかの 2 つの対策「②風水害に備えて BCP（事業継続計画）を作成している」、
「④敷地内の緑化をしている」についても『取り組んでいる』、『検討中（予定有）』、『予定
はないが、関心はある』の回答を合わせると、6 割以上の回答率となっています。 
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3-3  地球温暖化対策への取組における効果と課題について 
（1） 地球温暖化対策への取組で得られた効果 

問 12 貴事業所において、地球温暖化対策に取り組んだことで得られた効果は何で
すか。あてはまる番号すべてを○で囲んでください。 

 

地球温暖化対策への取組で得られた効果を聞いたところ、「従業員の意識の向上
（48.7％）」が最も多く、次いで「エネルギー使用量の減少によるコスト削減（46.0%）」、
「企業イメージ・信用性の向上（20.1%）」となっています。 

「特に効果はない（22.2%）」も一定数見られます。 
その他の回答では、「多少の経費削減につながりはじめた」「得られた効果については不

明」などが挙げられました。 
 
◆その他回答 

○多少の経費削減につながりはじめた。 
○得られた効果については不明。 
○特に取り組んでいない。 
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（2） 地球温暖化対策に取り組むにあたっての課題 
問 13 貴事業所において、地球温暖化対策に取り組むにあたり、どのようなことが

課題（問題）であるとお考えですか。あてはまる番号すべてを○で囲んでく
ださい。 

 

地球温暖化対策への取組に対する課題を聞いたところ、「コスト面の課題（59.8％）」が
最も多く、次いで「従業員の理解向上（41.8％）」、「地球温暖化に関する情報の不足
（27.0%）」、「知識をもつ人材の確保（22.2%）」となっています。 

「課題は特にない（6.3%）」の回答から、ほとんどの事業所が地球温暖化対策に取り組
むにあたって、何らかの課題を抱えていることがうかがえます。 

その他の回答では、「賃貸物件のため、対策には限りがある」「モノレール延伸予定の発
表」などが挙げられました。 

 

◆その他回答 
○賃貸物件・テナントは大家の承諾が必要のため、対策には限りがある。 
○モノレール延伸予定の発表。 
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3-4  市に求められる取組について 
（1） 市や東京都に期待する取組 

問 14 地球温暖化対策について、市や東京都が積極的に進めるべきだと思う取組は、
どれですか。あてはまる番号を 3 つまで○で囲んでください。 

 

市や東京都が積極的に進めるべき地球温暖化対策を聞いたところ、「事業所の地球温暖
化対策に対しての融資・助成制度（64.0％）」の回答率が最も高く、次いで、「事業所の地
球温暖化対策の事例や手法、利用できるサービスのなどの情報提供（63.0％）」、「事業所
間で情報交換・連携ができる場・機会・しくみの創出（19.6%）」、「事業所の地球温暖化
対策についての相談窓口の設置（19.0%）」となっています。 

 
◆その他回答 

○事業所が武蔵村山市で登記が他市になっている場合の支援。実際に武蔵村山市での消費や
活動が全てであるが、登記の他市ではメインの事業所があることが前提なので、どちらか
らも支援を受けられない。 
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（2） 期待する行政の支援 
問 15 貴事業所における地球温暖化対策の取組に際して、市からの支援策として望

ましいと思うものは、どれですか。あてはまる番号を 3 つまで○で囲んでく
ださい。 

 

市が実施すると望ましいサポートについて聞いたところ、「事業所への支援策の充実
（53.4％）」の回答率が最も高く、次いで「地球温暖化や気候変動に関する情報提供・Ｐ
Ｒの充実（24.3％）」、「再生可能エネルギーの面的・効率的な利用が可能となる制度や環
境の整備（23.3％）」、「市民への支援策（助成制度・活動支援など）の充実（23.3％）」と
なっており、具体的な取組内容に関する支援を求めている傾向がうかがえます。 

「特になし（4.8%）」の回答から、9 割以上の事業所において、地球温暖化対策に取り
組むにあたって、何らかの取組を望んでいる結果となりました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

  



32 

（3） 取り組んでいる地域環境活動 
問 16 貴事業所では、現在、環境に関して、地域のために行っている取組はありま

すか。あてはまる番号すべてを○で囲んでください。 

 

取り組んでいる地域環境活動については、「地域の清掃、美化、緑化活動などへの参加・
協力（22.8%）」が最も多く、次いで「地域の環境イベントなどへの参加・協力（9.5%）」、
「環境保全に関する活動や団体に対する支援・寄付（6.3%）」と続いています。 

「特に取り組んでいない」が 65.6%あり、大多数の事業所は活動していない結果にな
りました。 

 
◆その他回答 

○今後、「地域の清掃、美化、緑化活動などへの参加・協力」に取り組むことを検討。 
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（4） 協力、支援できる活動分野 
問 17 貴事業所では、今後、環境に関して、地域に対し、協力、支援できる分野は

ありますか。あてはまる番号すべてを○で囲んでください。 

 

環境に関する地域貢献活動において、協力、支援できる分野については、「ごみの減量・
リサイクル（68.3%）」が最も多くなっています。次いで、「省エネルギー・温室効果ガス
排出量削減（30.7%）」となっており、事業所内で行える取組がすでに行われていること
がうかがえます。 
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（5） 協力、支援できる取組 
問 18 貴事業所では、今後、環境に関して、地域に対し、下記のうちで協力、支援

できることはありますか。あてはまる番号すべてを○で囲んでください。 

 

環境に関する地域貢献活動において、協力、支援できる取組については、「寄付金、協賛
金などの資金援助（13.2%）」が最も高く、「パンフレットなどの提供（9.5%）」「事業・
イベントの企画・運営の支援（8.5%）」と続いています。 

「特になし（56.1%）」の回答から、約半数の事業所において、地域貢献活動への協力・
支援の意向があることがうかがえます。 

その他の回答として、「冷暖房設備の点検及び利用時間等の見直し」、「都度、内容によ
り」などが挙げられました。 

 

◆その他回答 
○冷暖房設備の点検及び利用時間等の見直し。 
○都度、内容により。 
○よくわからない。 
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3-5  自由意見 
最後に、地球温暖化対策に関わる意見等を自由記述形式で求めたところ、16 社（６.8％）

の事業所からの記入がありました。 
 

◆主な意見（要約） 
●再生可能エネルギーについて 

○大きな建物であるので、屋上にソーラー設備を設置し発電したいと考えるが、その設置費
用の負担軽減があればと考える。 

 
●温室効果ガスの削減行動について 

○この用紙は無駄に厚い紙ですので、薄くして文字を小さくすれば、紙の量は減って良いか
と思います。インターネット集計にすれば郵便費用なしになりますし、配送車のガソリン
を使わなくてすみます。まとめる時も人件費が減るはず。 

○モノレールの駅が早くできれば、車利用が少なくなると思う。 
○ガソリン・ガス等は電気に変えて、二酸化炭素排出をなるたけ少なくしていきたい。 
○製造現場ではコンプレッサにおけるエア漏れが多発しているにもかかわらず、放置されて

いるのが現状である。工作機械に必須のエアーコンプレッサは他の設備と比べても消費電
力が非常に大きく、工場全体の消費電力のうち 20～30％がコンプレッサで消費されてい
ると言われる。そのコンプレッサが作る圧縮空気の 20～30％は配管やホース等から大気
に漏れる。気付いても放置されがちなのが現状である。その漏れを診断し、修繕の提案を
するサービスを開始する。漏れているエアを止めるのが省エネに直結する。 

○賃貸物件なので設備面での対策は限られる。冷暖房の適切な使用や、紙類の節約・リサイ
クル化、営業車の EV 化などできることはしているつもり。 

 
●地球温暖化対策全般について 

○地球温暖化は一人一人が考えて行動するものだと思います。SDGs が流行し、注目されて
いるが、昔あった「地球温暖化」のように、一時期で終わってしまうのではないのか?と
不安を感じます。企業だけでなく、一人一人が意識できる取り組みを国で考えてもらえた
らと思いました。子どもより大人に変化が必要かと思いました。 

○環境問題についてはその重要性を理解していても、会社という組織全体で取り組む内容に
ついては、個々の事業所レベルで裁量権は委ねられていないため、節水・節電・省エネル
ギーといった個々人への注意喚起に留まっているのが現状です。国や自治体でも法整備を
含めた抜本的改革が必要と感じております。 

○「より豊かさを求め行動すること」・「年々右肩上がりを目指してきた営業」が地球温暖化
に逆行するように思える。考え直す時が来たのかも。 

○保育園舎改築を数年度と計画しているが、その際、屋上を緑化できると良いと考えている。
しかし費用の問題があるので難しいとも思われる。 
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○必要性があるのは分かっているが、具体的に何をするかになかなかつながらない。 
○中小企業は自治体等による補助がないと難しいと思います。 
○次の世代のため、考えていかなければいけない大きな問題の１つと思っています。 
○少しの大雨で会社前の道路が冠水する。下水道管を大きいものにしてほしい。 
○小さな事業所で人手不足のため、人員提供等の協力は難しいですが、休日等を利用しての

ボランティアの参加などは関心があります。 
              など 
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4  調査結果のまとめ 
 

4-1  市民意識調査結果 
（1） 気候変動と地球温暖化対策に対する考え方 

気候変動の影響については、ほとんどの人が何かしらの影響を認知しており、費用がか
からず住宅形態の制約のない、普段から取り組める地球温暖化対策について、『取り組ん
でいる』と『今後取り組みたい』を合わせた回答率が 9 割以上となっているものもみられ
ました。『すべて知らない』の回答割合が 1.4%であることから、100%近い人が気候変動
の影響を認知しており、自然災害や熱中症のリスクなど気候変動のリスクについて危機感
を持ちながら、できるところから取り組んでいる状況が汲み取れます。 

 
（2） 普段から取り組める地球温暖化対策と今後の意向 

普段取り組んでいる地球温暖化対策については、14項目中6項目が、『取り組んでいる』
と『今後取り組みたい』を合わせた回答率が 8 割以上となっています。『取り組むのが難
しい』の回答が多かったものについては、市の交通事情によるもののほか、「再生可能エネ
ルギー、自然エネルギー由来電力の使用」などについて利用できるサービスの分かりづら
さや費用面で取り組むのが難しいと考えている傾向がみられました。「再生可能エネルギ
ー、自然エネルギー由来電力の使用」については、価格差がでないようなグループ購入な
どの制度があることから、これらの情報を伝えていくことが必要と考えられます。また、
「地球温暖化に関する学習講座、講演会への参加」については、現在の実施率が低く、『取
り組むのが難しい』の回答率が共に 5 割以上となっており、時間的な制約、市民の意欲な
どが取り組めない理由として挙げられています。取組の拡大のためには、時間や場所など
の制約がない形での学習機会の提供や細やかな情報発信が必要とされていることが伺え
ます。 

 
（3） 地球温暖化対策設備機器の導入状況と今後の意向 

地球温暖化対策設備機器については、「LED などの高効率照明」や「電力消費や待機電
力の少ない家電製品」など、住宅の形態に関わらず導入できるものについて、『導入済み』
の回答率が高くなっています。また、「ペアガラスや二重サッシなど気密性の高い窓・サッ
シ」や「壁、床、天井などの断熱」、「エコジョーズ、エコウィル、エコキュートなど、効
率の良い給湯器」など暖房効率が上昇する設備の導入率が高い傾向がみられました。 

「住宅用太陽光発電システム」などの再生可能エネルギー利用に関する設備や、「EV（電
気自動車）」、「FCV（燃料電池自動車）」などの次世代自動車については、導入率は低くと
も、『予定はないが、関心はある』の回答率が 4～5 割となっているものが多く、すべての
項目において半分以上の人が地球温暖化対策設備機器に関心がある傾向がみられました。
導入しない理由としては、「初期コストがかかる」の回答率が高く、支出を必要とする設備
機器の導入においては、費用面での支援が強く求められている状況です。また、「どのよう
なものかわからない」、「効果がわからない」などの回答率も高くなっており、その他の回
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答でも「ソーラーパネルの廃棄や有害物質問題がある」、「以前太陽光パネルを設置利用し
たが、屋根の負担、破損時の業者の対応のコストの悪さに取り止めた。」、などが挙げられ
ていることから、地球温暖化対策設備機器の普及にあたっては、その効果や懸念される事
項を正確に伝えることが重要と考えられます。また、市の補助金などの情報のほか、東京
都で行われている補助事業などを発信していくことも必要といえます。 

 
（4） 行政への期待 

市が積極的に進めるべき地球温暖化対策については、地球温暖化対策の設備機器導入助
成など費用面での支援に「市施設や市内への太陽光など再生可能エネルギーの積極的な活
用」、「地球温暖化や気候変動に関する情報提供・ＰＲの充実」「エネルギーの地産地消」な
ど行政の率先実行としての再生可能エネルギーの活用、地球温暖化に配慮したまちづくり
やインフラ整備などへの期待も大きいことが伺えました。 

一方、自由記述において、狭山丘陵の保全や農業への助成に関する言及もみられており、
武蔵村山市にある自然環境を意識したまちづくりや、グリーンインフラの推進などが求め
られているといえます。 

今後、地球温暖化対策実行計画の取組を市民・事業者・行政がそれぞれ主体的に取り組
むためには、行政の施策内容やそれぞれの主体が何に取り組んでいくべきかを積極的に発
信していくことが必要不可欠です。「市報むさしむらやま」など武蔵村山市ならではの情
報発信手段で伝えていくほか、『スーパーやコンビニなどの身近な場所での広報』など具
体的な手段の提案も挙げられ、目を引くような工夫も求められています。 

また、LINE や YouTube などの SNS の活用や、お祭りなど個人が参加できるイベント
などでの PR、市の色々な団体の集りや会合などでの PR など人が集まる場所での発信や、
商業施設など日常的に利用される場所でのポスターやチラシ配布など、市民の目に触れや
すいような情報発信戦略も必要とされています。 
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4-2  事業者意識調査結果 
（1） 脱炭素に対する考え方 

脱炭素に向けた世の中の動きについては、回答した事業所の 8 割弱が感じており、約
25%の事業所が脱炭素経営に『取り組んでいる』、『取り組む予定がある』と回答していま
す。市が実施すると望ましいサポートのなかで、「事業所への支援策の充実」を望む事業所
の回答率が最も多いことから、取り組むべきではあるが、それにあたっての取組手法や進
め方が分からない点や、費用面で苦慮していることが伺え、事業所への具体的な支援策が
必要と考えられます。 

地球温暖化対策に取り組むにあたっての課題においても、「従業員の理解向上」や「知識
をもつ人材の不足」が挙げられており、事業者向けの講習や事業所内で取組を牽引する人
材の育成などが求められていると考えられます。 

 
（2） 取り組んでいる地球温暖化対策や脱炭素経営、適応策と今後の意向 

取り組んでいる地球温暖化対策については、11 項目中 5 項目が、『取り組んでいる』、
『検討中（予定有）』、『予定はないが、関心はある』を合わせた回答率が 8 割以上となっ
ています。『予定はないが関心はある』の回答が 3 割以上、『取り組む予定はない』の回答
が 3 割以上であった「全熱交換器（ロスナイ）などによる効率的な空調使用」、「デマンド
監視装置」、「省エネルギー診断」、「ESCO 事業」などについては、具体的な内容がわから
ないなども推測されることから、用語の解説や効果的な手法を含めた具体的な情報提供が
必要と考えられます。 

脱炭素経営についても同様に、『予定はないが、関心はある』、『取り組む予定はない』層
に対して、具体的な内容や手法などの情報提供が必要といえます。 

適応策については、最も多い取り組みでも「熱中症対策」の実施率が約 4 割となってい
ました。「敷地内の緑化」、「風水害への備え」については 5 割以上が『予定はないが関心
はある』、『取り組む予定はない』となっており、親会社の意向やテナント物件などで取組
が難しい内容があることが考えられます。全体的に取組の有効性などを含めた情報提供の
充実化が求められているといえます。 

 
（3） 地球温暖化対策設備機器の導入状況と今後の意向 

地球温暖化対策設備機器については、「LED などの高効率照明」、「省エネ性能の高いオ
フィス機器」の導入率は比較的高く、『検討中（予定有）』、『予定はないが関心はある』と
合わせて 5 割以上の回答率となっています。これらは、業種、事業所規模、建物の形態に
関わらず導入できることから、取り組みやすいものについては積極的に導入していく意向
が伺えます。他の項目については、業種、事業所規模、建物の形態により導入できないも
のもありますが、現状導入率が低いものの『予定はないが、関心はある』の回答が約 3 割
～4 割のものが多く、これらの事業所が導入に踏みきれるような支援が必要と考えられま
す。地球温暖化対策に取り組むにあたっての課題において、「コスト的な問題」が約 6 割
の回答となっており、費用がかかる地球温暖化対策設備機器の導入については、市や都の
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補助事業などの情報提供や費用面での支援などが求められているといえます。 
 
（4） 行政への期待 

市が実施する望ましいサポートについては、「地球温暖化対策に対しての融資・助成制
度」と「事例や手法、利用できるサービスなどの情報提供」が 6 割強の回答率となってお
り、費用面、情報面からの具体的な支援が必要とされています。また、「情報交換・連携が
できる場・機会・しくみの創出」と「地球温暖化対策についての相談窓口」が約 2 割とな
っており、取り組むにあたっての双方向のコミュニケーション、情報交換の場が必要とさ
れています。 

市が積極的に進めるべき地球温暖化対策についても同様の傾向がでており、助成等の充
実が最も多くに挙げられていました。 

行政との協働の可能性については、「寄付金・協賛金などの資金援助」と「パンフレット
などの提供」「事業・イベントの企画・運営の支援」が約 10％ほど挙げられており、市が
実施する望ましいサポートにおいて挙げられていた双方向のコミュニケーション、情報交
換の場の提供と併せて、これらの取組を推進することが考えられます。 
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① 市民アンケート調査票 

② 事業者アンケート調査票 

③ 市民アンケートクロス集計結果 

④ 事業者アンケートクロス集計結果 
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① 市民アンケート調査票 
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② 事業者アンケート調査票 
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③ 市民アンケートクロス集計結果 
年齢×普段取り組んでいる地球温暖化対策【①不要な照明やテレビはこまめに消す】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
年齢×普段取り組んでいる地球温暖化対策 
【②冷暖房を使用するときは温度設定に気を付けている】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
年齢×普段取り組んでいる地球温暖化対策 
【③家庭で使用した電気、ガス、ガソリンなどの状況を把握している】 
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年齢×普段取り組んでいる地球温暖化対策 
【④できるだけ徒歩や自転車、公共交通機関を使う】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
年齢×普段取り組んでいる地球温暖化対策 
【⑤車を運転するときは、エコドライブを実践している】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
年齢×普段取り組んでいる地球温暖化対策 
【⑥カーシェアリングやシェアサイクルを利用している】 
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年齢×普段取り組んでいる地球温暖化対策 
【⑦生ごみを減らすために食材は使いきる】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
年齢×普段取り組んでいる地球温暖化対策 
【⑧空き缶やびん、ペットボトル、古紙などの資源を分別している】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
年齢×普段取り組んでいる地球温暖化対策 
【⑨省エネラベルなどを参考にして温室効果ガスの排出量の少ない商品を購入している】 
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年齢×普段取り組んでいる地球温暖化対策 
【⑩再生可能エネルギー、自然エネルギー由来の電力（電力会社の切り替え）を使用してい
る】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
年齢×普段取り組んでいる地球温暖化対策 
【⑪自宅の植栽や緑のカーテンなど緑化をしている】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
年齢×普段取り組んでいる地球温暖化対策 
【⑫地球温暖化に関する学習講座、講演会に参加している】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  



資－20 

年齢×普段取り組んでいる地球温暖化対策 
【⑬風水害に備えて自宅や職場周辺のハザードマップを確認している】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
年齢×普段取り組んでいるプラスチックごみ対策 
 
年齢×普段取り組んでいる地球温暖化対策 
【⑬暑さ指数（WBGT）を確認して、熱中症対策をしている】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
年齢×地球温暖化対策設備機器の導入状況 
【①ＬＥＤなどの高効率照明】 
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年齢×地球温暖化対策設備機器の導入状況 
【②電力消費や待機電力の少ない家電製品】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
年齢×地球温暖化対策設備機器の導入状況 
【③ペアガラスや二重サッシなど気密性の高い窓・サッシ】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
年齢×地球温暖化対策設備機器の導入状況 
【④壁、床、天井などの断熱】 
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年齢×地球温暖化対策設備機器の導入状況 
【⑤エコジョーズ、エコウィル、エコキュートなど、効率の良い給湯器】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
年齢×地球温暖化対策設備機器の導入状況 
【⑥家庭用燃料電池システム（エネファーム）】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
年齢×地球温暖化対策設備機器の導入状況 
【⑦住宅用太陽熱利用システム】 
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年齢×地球温暖化対策設備機器の導入状況 
【⑧住宅用太陽光発電システム】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
年齢×地球温暖化対策設備機器の導入状況 
【⑨家庭用蓄電池システム】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
年齢×地球温暖化対策設備機器の導入状況 
【⑩HEMS（ホームエネルギーマネジメントシステム）】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



資－24 

年齢×地球温暖化対策設備機器の導入状況 
【⑪PHEV（プラグイン・ハイブリッド・カー）】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
年齢×地球温暖化対策設備機器の導入状況 
【⑫EV（電気自動車）】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
年齢×地球温暖化対策設備機器の導入状況 
【⑬FCV（燃料電池自動車）】 
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年齢×地球温暖化対策設備機器の導入状況 
【⑭ZEH(ネット・ゼロ・エネルギーハウス)】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
年齢×地球温暖化対策設備機器の導入状況 
【⑮地中熱利用システム】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
年齢×地球温暖化対策設備機器の導入状況 
【⑯雨水浸透・貯留設備】 
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年齢×普段取り組んでいるプラスチックごみ対策 
【①買い物のときはマイバッグを持参する】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
年齢×普段取り組んでいるプラスチックごみ対策 
【②出かけるときはマイボトルを持ち歩く】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
年齢×普段取り組んでいるプラスチックごみ対策 
【③ワンウェイプラスチック（使い捨てスプーンやフォークなど）の受け取りを断る】 
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年齢×普段取り組んでいるプラスチックごみ対策 
【④リターナブル（繰り返し使用）容器の製品を選んでいる】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
年齢×普段取り組んでいるプラスチックごみ対策 
【⑤再生プラスチックやバイオマスプラスチック製品を使用している】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
年齢×市の地球温暖化対策情報の入手方法 
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住居形態×地球温暖化対策設備機器の導入状況 
【①ＬＥＤなどの高効率照明】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
住居形態×地球温暖化対策設備機器の導入状況 
【②電力消費や待機電力の少ない家電製品】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
住居形態×地球温暖化対策設備機器の導入状況 
【③ペアガラスや二重サッシなど気密性の高い窓・サッシ】 
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住居形態×地球温暖化対策設備機器の導入状況 
【④壁、床、天井などの断熱】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
住居形態×地球温暖化対策設備機器の導入状況 
【⑤エコジョーズ、エコウィル、エコキュートなど、効率の良い給湯器】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
住居形態×地球温暖化対策設備機器の導入状況 
【⑥家庭用燃料電池システム（エネファーム）】 
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住居形態×地球温暖化対策設備機器の導入状況 
【⑦住宅用太陽熱利用システム】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

住居形態×地球温暖化対策設備機器の導入状況 
【⑧住宅用太陽光発電システム】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

住居形態×地球温暖化対策設備機器の導入状況 
【⑨家庭用蓄電池システム】 
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住居形態×地球温暖化対策設備機器の導入状況 
【⑩HEMS（ホームエネルギーマネジメントシステム）】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
住居形態×地球温暖化対策設備機器の導入状況 
【⑪PHEV（プラグイン・ハイブリッド・カー）】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

住居形態×地球温暖化対策設備機器の導入状況 
【⑫EV（電気自動車）】 
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住居形態×地球温暖化対策設備機器の導入状況 
【⑬FCV（燃料電池自動車）】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

住居形態×地球温暖化対策設備機器の導入状況 
【⑭ZEH(ネット・ゼロ・エネルギーハウス)】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

住居形態×地球温暖化対策設備機器の導入状況 
【⑮地中熱利用システム】 
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住居形態×地球温暖化対策設備機器の導入状況 
【⑯雨水浸透・貯留設備】 
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自動車所有台数×次世代自動車の導入状況 
【⑪PHEV（プラグイン・ハイブリッド・カー）】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自動車所有台数×次世代自動車の導入状況 
【⑫EV（電気自動車）】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自動車所有台数×次世代自動車の導入状況 
【⑬FCV（燃料電池自動車）】 
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④ 事業者アンケートクロス集計結果 
従業員数×地球温暖化対策への取組状況 
【①照明の間引きや照明照度の見直し】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
従業員数×地球温暖化対策への取組状況 
【②全熱交換器（ロスナイ）などによる効率的な空調使用】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
従業員数×地球温暖化対策への取組状況 
【③ＯＡ機器の省エネモード設定の徹底】 
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従業員数×地球温暖化対策への取組状況 
【④フィルターの定期的な清掃などの保守管理の徹底や設備機器の効率的な運転】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
従業員数×地球温暖化対策への取組状況 
【⑤デマンド監視装置での電力使用量のピーク管理】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
従業員数×地球温暖化対策への取組状況 
【⑥省エネルギー診断等の受診】 
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従業員数×地球温暖化対策への取組状況 
【⑦ESCO 事業の導入】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
従業員数×地球温暖化対策への取組状況 
【⑧公共交通機関や徒歩・自転車の利用推奨】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
従業員数×地球温暖化対策への取組状況 
【⑨エコドライブの徹底】 
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従業員数×地球温暖化対策への取組状況 
【⑩二酸化炭素排出量の把握・削減目標の設定】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
従業員数×地球温暖化対策への取組状況 
【⑪従業員への省エネ行動の啓発や教育の実施】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
従業員数×脱炭素経営への取組状況 
【①再生可能エネルギーなどを電源とした CO2 排出係数の低い電力会社の利用】 
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従業員数×脱炭素経営への取組状況 
【②カーボンオフセットの利用（オフセット・クレジットの購入）】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
従業員数×脱炭素経営への取組状況 
【③脱炭素経営に向けた計画や方針の作成】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
従業員数×脱炭素経営への取組状況 
【④SBT の認定取得、RE100、TCFD などへの参画】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



資－40 

従業員数×気候変動適応策への取組状況 
【①風水害に備えて職場周辺のハザードマップを従業員に周知している】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
従業員数×気候変動適応策への取組状況 
【②風水害に備えて BCP（事業継続計画）を作成している】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
従業員数×気候変動適応策への取組状況 
【③暑さ指数（WBGT）を確認して、熱中症対策をしている】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



資－41 

従業員数×気候変動適応策への取組状況 
【④敷地内の緑化をしている】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
建物の形態×地球温暖化対策設備機器の導入状況 
【①LED などの高効率照明】 
 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
建物の形態×地球温暖化対策設備機器の導入状況 
【②省エネ性能の高いエアコン、モニター、PC などの導入】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



資－42 

建物の形態×地球温暖化対策設備機器の導入状況 
【③高効率ボイラー、モーターなどの動力機】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

建物の形態×地球温暖化対策設備機器の導入状況 
【④ヒートポンプなどの高効率空調機】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

建物の形態×地球温暖化対策設備機器の導入状況 
【⑤冷水・冷却水ポンプ、空調機などのインバーター制御】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



資－43 

建物の形態×地球温暖化対策設備機器の導入状況 
【⑥コージェネレーションシステム】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

建物の形態×地球温暖化対策設備機器の導入状況 
【⑦建築物の省エネ性能の向上（断熱等）】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

建物の形態×地球温暖化対策設備機器の導入状況 
【⑧BEMS（ビルエネルギーマネジメントシステム）】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



資－44 

建物の形態×地球温暖化対策設備機器の導入状況 
【⑨PHEV（プラグイン・ハイブリッド・カー）】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

建物の形態×地球温暖化対策設備機器の導入状況 
【⑩EV（電気自動車）】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

建物の形態×地球温暖化対策設備機器の導入状況 
【⑪FCV（燃料電池自動車）】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



資－45 

建物の形態×地球温暖化対策設備機器の導入状況 
【⑫太陽光発電システム】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

建物の形態×地球温暖化対策設備機器の導入状況 
【⑬蓄電池システム】 
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
建物の形態×地球温暖化対策設備機器の導入状況 

【⑭屋上緑化や壁面緑化、緑のカーテンなど建築物の緑化】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



資－46 

業種×脱炭素に向けた動きの認知度 
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